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本研究が青年期の発達研究に対してもつ意義は以下の 3 点にまとめられる。 
一つ目は，1998 年以降，詳細な実証的検討がされてこなかった，中学生・高校生を中心にした
友人関係の発達を丹念に調べ，従来理論が主張する発達差（学年差）が見いだされないことを指
摘した点である。縦断調査の間隔や横断調査の対象年齢の幅を広げるなど 3 回にわたって調査を
行ったが，明確な学年差は見られなかった。この知見は，ここ 20 年余りの間に，青年期の友人
関係が変化し，関係性の深まりが先延ばしにされる傾向があるという実践現場からの指摘と整合
するものである。 
 二つ目は，上記の結果を踏まえて，友人関係の深まりを知るための新しい視点として，関係性
ステイタスという概念を提案し，その有効性を実証した点である。この概念は，アイデンティテ
ィ・ステイタスや夫婦の関係性ステイタス概念を青年期の‘グループ’関係に援用し，‘グループ’
への関与（自己投入）と，‘グループ’において葛藤を経験したかどうか（過去の危機）という 2
点から関係性の発達を捉えようとしたものである。 
 この指標を用いて調べた結果，学年差では見いだせなかった友人関係の認識の差異が捉えられ
るとともに，学年差を超えた大きな個人差が明らかになった。たとえば中学生の時点で既に，葛
藤を経験し一定以上の関与を達成している人たちがいる一方で，大学生でも大きな関与をしない
人たちが存在する。‘グループ’をめぐるこのような多様性の存在が明らかにされたことは重要な
発見であり，今後の青年期の発達研究へ新しい展開をもたらすものとして高く評価される。なぜ
なら，この発見は発達を学年ごとに「輪切り」にして見ていくのでは見いだせないものであり，
個人個人が，自分の置かれた環境（友人）との相互作用によってそれぞれ独自の友人関係（‘グル
ープ’）をつくりあげていくという，標準的発達への代案となる発達の見方を示唆しているからで
ある。 
 三つ目は，対人スキルへ着目した点である。著者は‘グループ’に所属する中高生たちが集団
の同調圧力や暗黙の集団規範の中で微妙なバランスをとりながら立ち回ることが日常的に要求さ
れ，対人スキルをさまざまに獲得し駆使している点に着目した。アサーションスキル，対人接近
化スキル，対人距離化スキルという 3 つの対人スキルを提案し，その獲得の程度が上記の関係性
ステイタスによって異なると同時に，学年間でも一定の差異があることを見出した。このことは
‘グループ’の友人関係を円滑にし，自分自身の精神的健康を維持する上でこれらの対人スキル
を身につけることが有効であることを示しており，友人関係での葛藤や不適応などの問題をかか
える若者を支援していく際のヒントとなるであろう。 
一方，今後の課題としては大きく 3 点ほど挙げられた。一つには，従来理論における青年期の
友人関係と‘グループ’概念との関係に関して概念的により深い検討を要するであろう。‘グルー
プ’は確かに独自の視点であり実践的にも重要な問題であるが，友人関係・友だち集団について
の従来理論の中にどのように位置づくのかを，もう一歩踏み込んで明らかにすることが求められ
る。 
二つ目として，関係性ステイタスに関してさらに概念的・実証的に検討を進める必要があるだ
ろう。関係性ステイタスの判定結果と現実の‘グループ’とのつきあい方の対応を精査し，測度
としての妥当性を検討することが望まれる。 
三つ目として，‘グループ’とどのようにつきあうかが現代の青年の発達にとってどのような発
達上の意味をもつのか――すなわちどのような現代的「発達課題」なのかを論じてもよかったの
ではないか。関係性ステイタスという概念を導入することによって垣間見られた大きな個人差を
発達理論として練り上げていくことが期待される。 
上記のような課題はあるが，本研究は課程博士の学位請求論文として十分なオリジナリティー
を備え，実証的な方法により有意義な知見を得たものと認められる。以上により，審査委員会は
本論文が博士（心理学）の授与に値するものと認めた。 
 
